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暖 かな陽 気 に
つ つまれ て

春
が
そ
っ
と
訪
れ
た

花
き
栽
培
農
家
は

春
か
ら
夏
の
装
い

誣塁S 過各だ1 憑 、
愬まこ 一湎残丿 劼。
闌 胛 熈

新芽を吹き、公園の草木や昆
虫は、瞎春への準備を始めて
います。今回、喞も体も暖ま
るひと足早い区内の春模様を
皆さんにお届けします。

か
つ
て
足
立
区
は
、夏
荀
、チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
な
ど
の
花
き
栽
培
に
か
け
て
は
都

内
で
も
大
変
盛
ん
な
所
で
し
た
。
現
在

も
お
よ
そ
6
0軒
の
農
家
が
花
き
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。早
春
の
こ
の
時
期
は
、(

ウ
ス
(
温
室
)
の
中
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

ブ
を
は
じ
め
ユ
リ

な
ど
、
舂
か
ら
夏

に
か
け
て
の
花
の

香
り
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

江
北
五
丁
目
の

西
山
敏
雄
さ
ん
の

お
宅
は
、
ち
ょ
う

ど
ユ
リ
の
出
荷
の

最
盛
期
。
こ
の
シ

ー
ズ
ン
に
お
よ
そ

3
千
5
0
0
球
の
ユ
リ
を
出
荷
し
ま
す
。

「
1
1月
か
ら
1
月
ま
で
は
フ
リ
ー
ジ

ア
、
こ
の
ユ
リ
が
芽
を
だ
す
こ
ろ
に
、

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
や
ダ
リ
ア
、
夏
菊
の
準

備
に
か
か
り
ま
す
。
花
の
栽
培
は
子
供

を
育
て
る
の
と
同
じ
。
寒
け
り
や
温
め

て
や
り
、籌
け
り
や
風
を
入
れ
て
や
る
。

成
長
に
合
わ
せ
た
気
配
り
が
大
切
で
、

と
て
も
手
間
が
か
か
り
ま
す
」
と
西
山

さ
ん
。
育
て
る
の
は
大
変
だ
が
、
花
を

付
け
た
と
き
の
喜
び
が
、こ
の
仕
事
を

支
え
て
い
る
と
も
。

花
き
栽
培
震
家
は
、
舂
満
開
の
装
い

で
す
。

春
花
展
示
会

本
日
、2
月
2
5日
ま
で
中
央
本
町
庁

舎
I
階
で
「
春
花
展
示
会
」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
春
の
香

り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

凸Q こ高T 雹叔二目
偏 噐 国

司 。r17,歇T, ゛,豐

ユ
リ
の
温
室
で

西
山
さ
ん

春
ら
ん
ま
ん
、愛
の
巣
作
り

ブ
ラ
ッ
ク
ス
ワ
ン
ベ
ル
モ
ン
ト
公
園

(梅
島
1
-
3
3
-
7
ほ
か
)

昨
年
7
月
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ベ

ル
モ
ン
ド
市
と
の
姉
妹
都
市
1
0周
年
を

記
念
し
て
整
備
さ
れ
た
ベ
ル
モ
ン
ド
公

園
。そ
の
中
央
の
池
で
、ヘ
ル
モ
ン
ト
市

か
ら
贈
ら
れ
た
州
鳥

ブ
ラ
ッ
ク
ス
ワ
ン

が
、
柳
の
枝
や
ヨ
シ

で
巣
作
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。順
調
に
行

け
ば
4
月
ご
ろ
に
は
2

世
誕
生
も
?

ベ

ル
モ
ン
ド
公
園
の
春

・は
特
別
ホ
ッ
ト
で

す
。

白 、 赤 、 黄 、 梅 園 は 舂 の 色　

大谷田公園(大谷川4- 4- 1)

梅園の改修工事も終わり、紅梅、白梅など約200
本の梅が咲き、春は確かにや ってきています

仲
良
く
泳
ぐ
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ワ
ン

チ
ョ
ウ
が
舞
う

常
夏
ア
イ
ラ
ン
ド
生

物

園

(保
木
間
2
-
1
7
-
1
)

外
の
冷
え
込
み

が
う
そ
の
よ
う
な

生
物
園

。
目
玉
の

「
チ
ョ
ウ
の
温
室

」

は
室
温
が
1
5
度
以

上
に
保
た
れ

、
約
1
0

種

、2
0
0匹
の
チ

ョ
ウ
が
ピ
ラ
ピ
ラ

と
優
雅
に
舞
っ
て

い
ま
す

。
ま
た
、

赤
や
紫
、
黄
色
な
ど
、
色

鮮
や
か
な
熱
帯
植

物
も
花
を
咲
か

せ
、
生
物
園
は
春

を
超
え
て
常
夏
気

分
で
す
。

・
月
曜
日
休
園
(

祝
日
の
と
き
は

翌
日
)

大
人
・
:
3
0
0

円

子
畩
=
1
5
0

円
示
中
学
生
)

メキシコのフジバカマにとま
る リュウキ ュウアサ ギマダラ

岸に置かれた
柳やヨシで巣作 り

生物園では、ザ リガニ
釣りも楽しめます

黄色い花を付けた
ハハコグサ( 東綾瀬公園)

心 な ご む 春 の 野 草　

東 綾 瀬 公 国 や 中 川 公 輯 な 、g7
芦 内 ・ 公 翩 で は 、 日 だ・

ま り に 謇 の 七 草 の ひ ど2 呪 二
フ丶41 グ サ や ハ・コ・べt 一寸 ズ

陟 な ど の 、 の ど か な 煢 を 罍

け る こ とl t =XE きJ l t 匸 匸_ - J
●

区
内
の
桜
の
名
所
を

バ
ス
で
巡
り
ま
せ
ん
か
春 の施設
見 学 会

日
時
a
4
月
2
・
4
日
、午
前
9
時
～

午
後
4
時
(
予
定
)

見
学
=
レ
ー

ガ
ン
桜
、東
綾
瀬
公
園
、桜
花
亭
、
子

ど
も
科
学
館
等
の
区
内
各
施
設

♀

庄
本
庁
舎
前
か
ら
出
発
し
ま
す
)

対
象
=
1
8歳
以
上
の
区
民

定
員
=

各
3
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
日
、「
施
設

見
学
会
希
望
」
と
明
記

※
(
ガ
キ

ー
通
に
2
人
ま
で

。
重
複
は
無
効
で

す

期
限
=
3
月
1
0日
必
着

申
・

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
1
2
0千住
I
-
4
1
1
8

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

葺
立
ち

先
日
は
、2
5年
ぶ
り
の
大
雪
に

見
舞
わ
れ
、
路
面
の
凍
結
や
交
通

機
関
の
ス
ト
ッ
プ
な
ど
、
ご
苦
労

さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。雪
の
日
の
灰
色
の
世
界
、

翌
日
の
見
事
な
雪
晴
れ
。
ち
ょ
っ

と
し
た
気
象
の
変
化
で
、
見
慣
れ

た
街
が
、
ず
い
ぶ
ん
表
情
を
変
え

る
も
の
だ
な
あ
と
思
っ
た
こ
と
で

し
た
。

霑
の
あ
と
の
街
の
光
景
も
い
い

も
の
で
し
た
。雪
か
き
の
た
め
に
、

街
の
あ
ち
こ
ち
に
人
が
出
て
い
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
日
曜
日
と
重
な
っ

た
た
め
か
、
親
子
で
楽
し
そ
う
に

雪
か
き
を
し
て
い
る
姿
が
あ
り
ま

す
。
ふ
だ
ん
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

の
少
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
同
士

が
、「
よ
く
降
り
ま
し
た
ね
」な
ど

と
話
し
な
が
ら
、
雪
か
き
を
し
て

い
ま
す
。
街
の
中
に
、
人
と
人
と

の
会
話
が
あ
る
の
で
す
。

ま
た
。
あ
る
路
地
で
は
、
早
々

と
道
の
両
側
に
雪
が
片
づ
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
冢
の

前
は
、
隣
近
所
の
人
々
が
、
だ
れ

い
う
と
な
く
や
っ
て
い
る
の
だ
そ

う
で
す
。

い
い
話
を
闃
い
た
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。
庄
み
な
れ
た
所
で
、
豊

か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
高
齢
社

会
で
は
、
地
域
の
中
で
の
相
互
援

助
が
何
よ
り
必
要
で
す
。
お
年
寄

り
の
冢
に
ち
ょ
っ
と
涓
を
か
け

る
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
っ
た
ら

訪
ね
て
み
る
、
そ
ん
な
さ
り
気
な

い
思
い
や
り
が
、
…裃
ら
し
や
す
い

ま
ち
を
つ
く
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

区

長
　

古

性

直

毎月1 日( EXP) ・5 日・15日 ・25日発行
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福

祉

マ
ッ
サ
ー
ジ
券

有
効
期
限
は

3
月
1
5日
で
す

平
成
5
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
6
年
4

月
1
日
ま
で
の
間
に
満
7
7・
8
0・
8
8

歳
に
達
す
る
方
に
お
贈
り
し
た
マ
ッ
サ

ー
ジ
券
の
有
効
期
限
は
、3
月
1
5日
で

す
。
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

。な

お
、
出
張
料
を
負
担
す
れ
ば
自
宅
で
も

施
術
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
先
=
千

佳
本
庁
舎
・
障
胃
福
祉
課
計
画
調
整
呎

ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
T
5
5
0

乳
幼
児
の
医
療
費

助

成

制

度

こ
の
制
度
は
、3
歳
未
満
の
乳
幼
児

が
、
訶
気
や
ヶ
が
な
ど
に
よ
り
病
院
等

で
診
療
を
受
け
た
り
、
薬
剤
の
支
給
を

受
け
た
と
き
の
。
医
療
保
険
の
自
己
負

担
額
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

対
象
=

区
内
に
住
所
が
あ
る
乳
幼
児
を
養
育

し
て
い
て
、
医
9
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
(
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
)

助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
方
=
申

請
者
の
所
辱
が
制
限
額
以
上
あ
る
/
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
/
児
童
福
祉
施

設
等
に
入
所
し
て
い
る
/
心
身
障
害
者

医
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
/
ひ
と

り
観
家
庭
の
医
環
費
の
助
成
を
受
け
て

い
る

申
請
1
次
の
も
の
を
窓
口
に
持

尠
・
:①
健
康
保
険
証
(
申
讓
者
・
乳
幼

児
)

蛮
印
か
ん

ふ
年
金
手
帳
ま
た

は
共
済
組
合
員
証

ぷ
昨
年
の
1
月
2

日
以
降
足
立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
前

住
所
地
の
区
市
町
村
発
行
の
課
税
証
明

書
(
児
童
干
当
用
)

※
③
と
④
は
、
足

立
区
で
児
童
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
不
要
で
す

申
・
問
先
り
千
住

本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

児
童
手
当
・
特
例

給
付
の
申
請
を

ゆ
児
童
手
当

出
生
届
を
出
し
た
方
や

ほ
外
か
ら
転
人
し
た
方
な
ど
で
、
次
の

要
件
に
該
当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な

い
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
3
歳
未
満

の
児
倣
を
養
育
し
て
い
る
方

※
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
公
務
貝
の
方
は
動

務
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

・
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校

共
済
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
特

例
給
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
受
給
資

格
は
児
童
手
当
と
同
じ
で
す
。

い
ず
れ
も

手
当
月
額
9
1
8歳
未
満
の
児
叭
の
中

で
、3
歳
未
満
の
1
番
目
の
児
陋
に
5

千
円
/
2
番
目
の
児
童
に
5
千
円
/
3

番
目
以
降
の
児
童
に
は
1
万
円
。な
お
、

支
給
は
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
で
す

申
込
―
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
・
年
金

手
帳
・
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
を
窓
口

に
持
参

申
・
問
先

。一千
住
本
庁
舎
・

児
童
助
成
係

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

老
人
医
療
費

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
に
、
昨
年
の
9
月
に
受
診
さ
れ

た
際
の
「
あ
な
た
の
医
療
費
」
を
、2

月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。こ
れ
は
、
受

診
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
健
康
と
老
人
医
療

費
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
医
療
費
が
3
千
円
以

下
の
方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※

こ
の
通
知
は
参
考
ま
で
に
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。
特
に
手
続
き
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん

問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
高
齢
者
医
療
係

国

保

高
額
療
養
費
の
支
給

高
額
療
養
費
と
は
、同
じ
人
が
、同

じ
月
に
、同
じ
病
院
等
で
診
療
を
受
け
。

支
払
っ
た
診
療
費
(
傑
険
が
き
か
な
い

差
額
ペ
ッ
ト
代
な
ど
は
除
く
)
が
。定

の
金
額
(
自
己
負
担
限
度
額
)
を
超
え

た
と
き
に
、申
謂
に
よ
り
そ
の
超
え
た

金
額
が
あ
と
で
国
保
か
ら
払
い
-
-
艮
し
に

な
る
も
の
で
す

。

自
己
負
担
限
度
額
=

一
般
世
帯
・
:
6
万
3

千
円
/

住
民
税

非
課
税
世
帯
…
3

万
5

千
朷
円

申
込
=

高
額
療
養
費
に
該
当
し
て
い
る
世
帯

に
は

、
診
療
月
か
ら
2
-
3

ヵ
月
後
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請
書
が
届

き
ま
し
た
ら
国
保
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
(
郵
送
で
も
可
)

申
・
問
先
g

中

央
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

税

金

申

告

は

お
済
み
で
す
か

3
月
1
5日
ま
で

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
申
告
の
受

け
付
け
は
も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。3

月
に
入
る
と
大
変
込
み
合
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

出
張
受
付

区
民
事
務
所
で
左
表
の

と
お
り
申
告
の
出
張
受
付
を
吁
い
ま

す
。

※
会
場
へ
の
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
先
工

兩
得
税

・
贈
与
税
・
消
費
税
・
:足
立
税
務
署

　
(
5
6
1
6
)
2
7
2
2

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
牟
・・
中
央
本
町

庁
舎
・
課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

出張受付日程表

※いずれも午前9 時～午後4 時

自
転
車
放
置
禁
止
区
域

千
住
大
橋
駅
付
近

歩
道
い
っ
ぱ
い
に
芦
か
れ
た
放
黔

自
転
車
を
よ
け
て
、
車
道
を
歩
く
こ

と
に
な
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
駅
周
辺
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

は
、
ま
ち
の
美
観
を
損
ね
る
だ
け
で

な
く
、
歩
行
者
な
ど
の
通
行
や
、
火

事
な
ど
の
緊
急
事
態
が
起
き
た
と
き

の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

区
で
は
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0″

以
内
を
自
転
車
畝
腎
禁
止
区
域
に
指

定
し
て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
内
の
放

篋
自
転
車
は
、
区
が
撤
去
し
て
自
転

車
移
送
所
へ
運
び
保
管
し
て
い
ま

す
。自

転
車
を
引
き
取
る
と
き
に
は
、

撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
徴
収
し
ま

す
。
ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ

る
と
処
分
し
ま
す
の
で
こ
庄
意
く
だ

さ
い
ご
目
転
申
に
は
防
犯
ひ
録
を
す

る
と
と
も
に
必
ず
降
所
と
名
前
を
記

入
し
ま
し
ょ
う
。

千
住
大
僑
駅
付
近
は
商
店
の
前
や

バ
ス
停
の
近
く
に
放
置
自
転
車
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
近
隣
か
ら
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
買
い
物
等
で
駅

周
辺
に
お
出
掛
け
の
方
は
で
き
る
だ

け
徒
歩
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
駐
輪
場
の
案
内

▽
区
営
:
半
佳
大
橋
自
転
車
駐
車
場

千
佳
僑
戸
町
8
-
5

(『
j
8
8
2
』
6
4
4
9

∵
民
営・
:蛭
問
自
転
車
置
場

千
住

鴫
戸
町
1
8

(
3
8
8
工
4
6
6
0

・
放
置
自
転
車
移
送
先

中
央
本
町
移
送
所

足
立
4
-
1
6
-
1
9

先

問
先
i
中
央
本
町
庁
舎
・
自

転
車
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

千住大橋駅周辺自転車放置禁止区域

掲
示
板

s
東
京
都
大
谷
田
更
生
綰
(
身
体
障
害

者
授
産
施
般
)
入
所
者
募
集

期
間
・・・
2

年
(
延
長
可
ン

身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
女
性
の
方
/

ミ
シ
ン
縫
製
、

簡
易
作
業
/
6

人
程
度
/

随
時
受
付
/

東
京
都
大
谷
田
更
生
館

(
3
6
0
5
)
3
7
8
0

ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
へ

s
平
成
6
年
測
a
士
・
測
a
士
禰
賦
験

5
月
2
2
日
百
)
/

筆
記
試
験
ノ
試
験
手

数
料
・・・
測
晋一
±
3

千
5
0
0円

、
測
量
士
補
2

千
2
0
0円
/

頤
鏘
等
は
匱
接
請
求
し
て

く
だ
さ
い
/

期
限
…
3

月
4
囗
/

建
設

省
国
七
地
理
院

(
3
2
0
1
)
7
5
8
1

4
2
月
は
固
定
資
産
税
第
4
期
分
の
納

期
で
す

昨
年
4
月
に
お
送
り
し
た
納

付
恚
で
金
融
機
関
ま
た
は
都
税
事
務
所

で
2
月
2
8日
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
/

足
立
都
税
事
務
所

(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

・
草
加
市
内
4
駅
の
自
転
車
放
置
禁
止

区
域

谷
塚
・
草
加
・
松
原
団
地
・
新

田
の
各
駅
を
中
心
と
し
て
半
径
約
峩
m

の
範
囲
は
、
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
で

す
。3
月
1
日
か
ら
撤
去
料
が
I
台
に

つ
き
自
転
車
2
千
円
、
原
動
機
付
自
転
4
1
3

千
円
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
保

管
期
問
も
3
ヵ
月
か
ら
1
ヵ
月
に
な
り

ま
す
/
草
加
市
役
所
市
民
安
全
課

`
‘
0
4
8
9
(
召
0
1
5
1

ひ
ろ

ば

催
し
物

☆
長
編
記
録
映
画
「あ
ら
か
わ
」ご
招
待

3
月
2
5
日
(
金
)
、午
唆
7
時
ノ
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
ノ
2
0
0
人
/
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記

ノ
期
限
・
・
・
3
月
1
0
日
(
先
箝
順
)
/
足
立

地
球
の
会
・
寺
山
〒
1
2
1
舎
人
5
-
2
5
　
-

2
3

一
3
8
9
7
)
5
8
2
4

募
集

☆
親
子
リ
ズ
ム
の
会
毎
週
月
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
1
1
時
叩
分
卮
野
セ
ン
タ

土
、午
浚
3
時
3
0
分
～
5
時
(
花
畑
団

地
西
集
会
所
)
/
毎
週
水
曜
日
、午
前

1
0
時
3
0
分
上
正
午
(
東
綾
瀬
ぼ
地
集
会

所
)
八
毋
週
金
曜
日
、午
前
1
0
時
～
1
1

時
3
0分
へ
痂
鳥
住
区
セ
ン
タ
土

∠
入

会
金
1
0
0円
、
月
額
千
沺
円
/
新
日
本
婦

人
の
会
足
立
支
部
・
小
林

(
3
8
5
2
)
7
3
4
5

☆
水
引
手
芸
サ
ー
ク
ル
講
習
会

毎
月

第
1
・
3
月
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午
/

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
各
1
0人
/
教
材
費

千
円
/
足
立
手
芸
協
会
・
高
橋

(
3
8
8
6
)
4
4
5
9

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
エ
レ
ガ
ン
ス
)
毎
週

金
曜
日
、午
陜
7
時
～
9
時
/
や
住
木

町
住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
3
千
円
/

初
心
者
歓
迎
/
浅
野

(
3
8
8
2
)
9
9
1
7

☆
水
曜
ヨ
ー
ガ
ク
ーフ
ブ

毎
週
水
曜

日
、
午
前
1
0時
～
H
時
3
0分
/
絎
合
ス

ボ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ノ
入
会
金
千
円
、
月

額
2
千
5
0
0円ノ
丸
山

(
3
8
5
0
)
5
3
1
2

☆
編
み
物
教
室
(
ニ
ッ
ト
ク
ーフ
ブ
)

毎

月
第
1
・
3
水
曜
日
、
午
前
1
0時
1
正

午
/
興
野
二
丁
目
/
月
額
2
千
円
/
竹

岡

　
(
3
8
9
0
T
9
3
0

☆
裏
千
家
茶
道
(
み
ど
り
の
会
)
厄
週

水
曜
慨
午
後
2
時
～
4
時
/
伊
興
セ

ン
タ
ー
ノ
入
会
金
千
円
、
月
額
3
千
円
/

回

　
ら
3
8
9
9
)
6
0
0
5

☆
合
気
道
(
健
康
千
鳥
僉
)

毎
週
日
曜

日
、
午
後
6
時
～
8
時
3
0分
/
扇
巾
学

校
/
入
会
金
千
円
、
月
額
千
円
/
中
学

生
・
高
校
生
歓
迎
/
鈴
木

(
3
8
8
9
)
0
9
3
5

☆
将
棋
サ
ー
ク
ル
(
棋
好
会
)

毎
週
土

曜
日
、午
後
6
時
～
9
時
/
佐
野
セ
ン

タ
ー
/
3
ヵ
月
千
円
/
女
性
の
方
歓
迎
/

嗚
根

　
(
3
8
8
5
)
2
1
1
9

☆
混
戸
合
唱
(
コ
ー
ル
ーソ
フ
ィ
ア
)

隔
週
火
臓
日
、
午
後
7
時
～
8
時
5
0分

∠
梅
鳥
小
学
校
/
月
額
3
千
円
/
混
声

各
パ
ー
ト
歓
迎
/
青
木

3
8
8
9
)
2
0
4
1

☆
将
棋
サ
ー
ク
ル
(
棋
興
会
)
毎
週
土

曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
3
0
分
/
興
本

セ
ン
タ
ー
ノ
月
額
8
0
0
円
/
伊
東

(
3
8
8
9
)
0
8
6
2

☆
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
(
フ
ー
フ
ワ
ー
ズ
)

肓
週
月
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/
月
額
3
千
円
/

初
心
者
歓
迎
/
伊
東

3
8
8
旦
0
8
6
2

☆
大
谷
田
太
極
拳
ク
ラ
ブ
皈
週
土
曜

日
、午
前
1
0
時
～
午
後
1
2
時
3
9
ヤ
矢

抖
田
付
近
の
集
会
所
/
人
会
金
2
千

円
、
月
額
3
千
円
/
朝
倉

(
3
6
2
9
)
3
8
4
5

☆
朗
読
サ
ー
ク
ル
(
あ
め
ん
ぼ
)
皈
月

2
回
火
畷
日
、午
後
2
時
～
4
時
/
舎

人
セ
ン
タ
ー
ノ
月
額
2
千
円
/
発
声
訓

練
か
ら
行
い
ま
す
/
山
下

(
3
8
9
7
)
3
0
9
0

◆ 第2 回　足立子ど も・福祉フォーラム
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健

康

い

き
い

き

リ
ハ
ビ
リ
教
室

絵
を
書
い
て

見
ま
せ
ん
か

日
時
=
3
月
1
囗
(
午
後
2
時
～
4
時
)

・
3
月
3
1
日
(
午
前
1
0
時
～
正
午
)
対

象
=
脳
卒
中
後
遺
症
・
難
柯
等
の
方

講
師
H
松
本
一
郎
氏
(
キ
ミ
コ
方
式
絵

国
教
室
講
師
)

定
員
=
3
0人

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健

所
　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

障害児・在宅
高齢者の方に
歯の治療を

行ってい ます

□
障
害
児
歯
科
診
療

日
時
=
毎
週
木
・
土
曜
日
、午
前
9
時
～

正
午
(
祝
日
を
除
く
)

場
所
=
足
立

区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
の
1
8歳
未
満
の
軽
・

中
度
の
障
害
が
あ
る
方
/
診
療
場
所
ま

で
通
院
可
能
な
方
(
ご
家
族
の
同
伴
が

必
要
で
す
)

※
咀
度
の
方
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
診
療
を
行
い

ま
す
。日
時
=
火
曜
～
土
曜
日
百
時

は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
)

対
象
=
区

内
在
住
の
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
/

在
宅
で
介
護
者
の
い
る
方

※
申
し

込
み
受
け
付
け
後
、
木
人
の
健
康
状
態

や
歯
の
状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
行
う

た
め
、
診
療
閧
始
ま
で
に
あ
る
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
日
時
=
毎
週
火
曜
～
土
隔
日
の
午

前
9
時
3
0
分
～
正
午
、午
後
1
時
～
3

時
3
0分
(
祝
日
を
除
く
)

費
用
卜
保
険

診
療

申
込
=
電
話

申
・
問
先
g
足

立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

1
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

こ
ど
も
に
早
期
教

育
は
必
要
な
の
?

日
時
=
3
月
1
0
日
(
木
)
、午
前
1
0
時
～

正
午

場
所
l
青
井
住
区
セ
ン
タ
ー

対
象
=
親
と
子
供
(
O
歳
児
も
可
)
内

容
=
字
を
覚
え
た
り
、数
を
数
え
た
り

す
る
の
は
、旱
け
れ
ぱ
早
い
ほ
う
が
い

い
?
専
門
客
の
話
を
闘
き
な
が

ら
、子
育
て
に
つ
い
て
考
え
ま
す

講
師
9
汐
見
棯
幸
氏
(
東
京
大
学
教
育

学
部
助
教
授
)

費
用
=
無
料

申
込

=
電
話

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健

相
談
所
　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

3
月
の
献
血

日
時
等
=
左
上
表
の
と
お
り

問
先
―

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は
千
庄
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

3 月の献血

*いずれも午前10眄～11W30分、

午後12眄30分～3眄30分

年

金

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
3
月
2
日
(
水
)
、午
前
1
0時
I

午
後
3
時
3
0分

場
所
p
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
の
各
月
の
納
期
限

は
、
翌
月
の
末
日
で
す
。1
月
分
の
保

険
料
の
吶
期
限
は
2
月
2
8日
で
す
。
お

近
く
の
金
融
機
関
、
昭一
民
年
金
課
、
区

民
事
務
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
便
利
な
口
座
振
替
は
、
預
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
(
郵
便
局
を
除
く
)

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

問
先
=
中

臾
本
町
庁
力
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

住
ま
い

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

建
物

等
を

新
築
さ
れ
た
方

住
居
表
示
整
備
が
す
で
に
済
ん
で
い

る
区
域
で
建
物
等
を
新
築
す
る
方
は
、

住
所
を
定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
金要

で
す
。
届
け
出
が
な
い
と
住
所
が
決
め

ら
れ
な
い
た
め
、
転
入
等
の
手
続
き
が

で
き
ま
せ
ん
。
届
け
出
に
は
建
築
確
認

寿
一
式
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、

金建
物
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
や
、

ア
パ
ー
ト
等
建
物
の
名
称
が
変
わ
っ
た

場
合
も
名
称
変
更
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居

表
示
担
当
　
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

募

集

日
光
自
然
教
室

引
率
補
助
員

区
立
小
学
校
6
年
生
を
対
象
に
2
泊

3
日
の
日
程
で
行
う
日
光
自
然
教
室
の

引
率
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。な
お
、

何
回
で
も
引
率
で
き
ま
す
。期
間
い

5
月
9
日
～
7
月
8
日
、9
月
4
日
～

1
0月
2
8日
で
都
合
の
良
い
日

勤
務
時

間
=
各
小
学
校
出
発
時
か
ら
帰
校
時
ま

で
の
2
韵
3
日

対
象
=
教
0
免
許
ノ

餮
護
教
諭
/
保
健
婦
ノ
n
護
婦
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
年
齢
が
4
0

歳
卮
ま
で
の
力

内
容
=
日
光
自
然

教
室
の
引
率
補
助

謝
礼
a
l
回
の
引

率
で
3
万
6
千
円
(
税
込
み
)

期
限
=
3

月
1
1日

申
・
問
先
=
千
仕
木
庁
心

・
校
外
学
剛
係

お
し
ら
せ

区

議

会

第
1
回
定
例
会

日
時
=
3
月
2
・
3
・
4
・
8
・
3
1

日
、
い
ず
れ
も
午
汝
1
時

問
先
h
千

住
本
庁
舎
・
区
議
会
事
務
暘

優
良
納
税
貯
蓄

組
合
に
感
謝
状

自
主
納
税
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

凵
座
振
詩
制
度
の
普
及
や
納
税
思
想
の

高
揚
な
ど
、
地
域
で
の
活
動
を
通
じ
て

区
の
睨
務
に
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
8

變
[
に
対
し
て
、2
月
1
7口
、
区
長
か

ら
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

□
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
名
　
心
立
納

連
二
示
成
大
唏
駅
前
通
り
覗
和
跼
/
旭

町
商
業
/
東
和
中
央
/
足
立
青
色
六
月

茜
新
川
吶
迚
」西
新
井
酒
類
呷
/
木
木

第
一
ノ
宮
城
第
j
/
伊
興
第
一

《
納
税
課
》

訂
正
と
お
わ
び

あ
だ
ち
広
報
2

月
1
5
日
吋
2

面

・
保
険
料
は
悦
控
除
の
対
象
で
す

」

の
記
平
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は

、
次
の
と
お
り
で
す

。

「
昨
年
の
1

月
か
ら
1
2月
ま
で
に

納
め
た
保
険
料
の
乙
計
葡
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
I

剖
ぶ
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す

。

《
広
報
課
》

工事のお知らせ
西新拌駅前公衆便所

は、当分の問利用でき
ません。問先～公園
課　3880- 5261

※ ご存じですか※

輸入かんきつ類の
カビ防止剤

イ マザ リ ル

店
頭
で
、
輸
入
か
ん
き
つ
類
に
「
イ

マ
ザ
リ
ル
」
と
、
兒
慣
れ
な
い
表
示
が

あ
る
の
を
お
気
付
き
で
し
ょ
う
か
。

イ
マ
ザ
リ
ル
は
、平
成
4
年
1
1
月
、

従
来
の
カ
ビ
防
止
剤
3
秤
一
オ
ル
ト
フ

ェ
ニ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
(
o
P
P
)
、ジ
フ

ェ
ニ
ル
(
D
P
)
、チ
ア
ベ
ン
ダ
ソ
ー
ル

(
T
B
Z
ご
に
加
え
て
、新
た
に
指
定

さ
れ
た
カ
ビ
防
止
剤
で
す
。

□
基
準
値
の
6
割
以
下
で
検
出

オ
レ
ン
ジ
1
0件
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
9
件
、
レ
モ
ン
7
件
の
計
2
6件
に
つ

い
て
イ
マ
ザ
リ
ル
を
検
査
し
た
と
こ

ろ
、1
8件
か
ら
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
検

出
皚
は
、
高
い
も
の
で
も
残
留
基
雌
値

の
6
割
以
ド
で
し
た
工
図
)
。

□
果
肉
で
は
よ
り
少
な
い

倹
出
値
は
皮
も
含
ん
だ
全
体
の
結
果

で

、
果
肉
で
は
そ
の
値
の
お
よ
そ
1
0分

の
I
以
下
と
、
さ
ら
に
少
量
に
な
る
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
(
都
の
検
査

結
果
よ
り
)
。

な
お
、従
来
の
3
薬
剤
に
つ
い
て
も
、

過
去
5
年
間
を
通
し
て
問
題
と
な
る
検

杏
結
果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
に

な
る
方
は
、
皮
を
む
く
よ
う
に
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
。

問
先
=
衛
生
試
験

所
　

一
3
8
8
0
)
5
3
7
0

イ
マ
ザ
リ
ル
の

検

査

結

果

精
神
障
害
者
の
た
め
の

社
会
復
帰
訓
練
施
設

足
立
作
業
訓
練
所

皆
さ
ん
、
ご
存
知
で
す
か
。
足
立

保
健
所
に
は
全
国
的
に
も
大
変
め
す

ら
し
く
、
ま
た
都
内
で
も
唯
一
の
精

神
障
害
者
の
た
め
の
公
皀
作
業
所
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
足
立
作
業
訓
練

所
で
す
。
現
在
2
3人
の
方
が
訓
練
に

は
げ
ん
で
い
ま

す
。
訓
練
は
月
曜

日
か
ら
金
曜
日

の

、
午
前
9
時
か

ら
午
後
3
時
3
0分

ま
で
(
火
曜
日
は

半
日
)
足
立
保
健
所
分
室
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
洗
濯
バ
サ
ミ
づ
く
り
や

自
皮
ケ
ー
ス
の
袋
つ
め
な
ど
の
軽
作

業
に
よ
る
作
業
訓
練
の
ほ
か
に
、
宿

泗
訓
練
、(
イ
キ
ン
グ
、
料
理
づ
く

り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
社
会

経
験
、
社
会
参
加
の
拡
大
に
努
め
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
訓
練
を
通
し
て
、
社
会

復
帰
へ
向
け
て
の
心
構
え
や
体
力
な

ど
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
少
し
ず
つ
作

っ
て
い
け
る
よ
う
、
専
門
の
職
貝
が

支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
区
内
各
保

健
所
、
保
健
相
談
所
の
地
区
担
当
保

健
婦
と
密
接
な
連
携
を
と
り
、
訓
練

効
果
の
拡
大
に
男
め
て
い
ま
す
。

問
先
儿
正
立
作
業
訓
練
所

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

リ
サ
イ
ク
ル
に

関
心
の
あ
る
方
を

募
集
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
第
2
期
生

リ
サ
イ
ク
ル
を
全
区
的
に
推
進
す
る

た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
発
活
動
を
し

て
い
た
だ
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
第
2

期
生
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

内
容
j
▽
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
H
会
議
へ
の
出
席
(
平
日
月
1
回

程
度
)
V

区
主
催
の
リ
サ
イ
ク
ル
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
へ
の
参
加

▽

リ
サ
イ
ク
ル
に
闃
す
る
啓
発
活
動
(
イ

ベ
ン
ド
時
の
リ
サ
イ
ク
ル
P
R
・
哂
報

紙
の
作
成
等
)

▽
そ
の
他
、
区
が
推

進
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
協
力

任
期
り
4
月
I
平
成
8

年
3
月

対
象
り

区
内
在
住
・
在
勤
の

方
/
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
心
と
協
力
の
意
思

の
あ
る
方

定
員
=

約
3
0人

応
募
=

ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、

電
話
乕
号
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
七

え
を
明
記

期
限
=
3
月
2
2日
必
丹

応
募
・
問
先
0
中
火
本
町
7
舎
・
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
係

〒
1
2
0中央
本
町
1
1
7
1
　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

リ
サ
イ
ク
ル
探
検
隊

「
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」5

月
吁
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
特

集
し
ま
す
。

そ
こ
で

、
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
す
る
町
の
話
題

を
い
ろ
い
ろ
探
し
、5

月
1
日
号
の
紙
面
に
登

場
し
て
い
た
だ
く
「
リ

サ
イ
ク
ル
探
検
隊
」
を

募
集
し
ま
す
。

足
立
区
ご
み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

一
R
の
お
店
」
を
レ
ボ

1
卜
し
た
り
、リ
サ
イ
ク
ル
の
お
旧
な

哢
報
や
身
近
な
知
恵
を
見
つ
け
た
り
…

。リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心
を
お
持
ち
の

方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
員
=
約
1
0
人
申
込
=
ハ
ガ
キ
ま
た

は
封
古
に
庄
所
、氏
乙
、年
齢
、電
話

吊
り
、
「私
の
お
ス
ス
メ
す
る
R
の
お

店
」ま
た
は
1
1
我
が
客
の
リ
サ
イ
ク
ル
作

戦
」に
つ
い
て
而
巾
に
お
書
き
く
だ
さ

い
期
限
=
3
月
1
5
日
必
携
申
・
問

先
=
千
院
本
庁
舎
・
広
報
課
〒
1
2
0
や

庄
1
―
4
―
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹
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区
内
桜
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

観

光
協
会
主
催

日
時
=
3
月
2
8
・
2
9
日
、4
月
5
・
6

日
、い
ず
れ
も
8
時
3
0
分
、千
住
本
庁

舎
前
集
合
内
容
=
東
綾
瀬
公
園
、葛

西
用
水
親
水
水
路
、花
畑
公
園
、舎
人

緑
通
公
園
等
を
見
学
定
S
=
各
4
0
人

(
抽
選
)
費
用
=
観
光
協
会
会
員
…
千

5
0
0
円
/
非
会
員
…
2
千
円
(
当
日
現
地

支
払
い

、昼
食
付
き
)

申
込
―
往
復
ハ

ガ
キ
に
申
込
者
全
貝
の
住
所
、
氏
名

、

年
齢
、
電
話
番
号
、
会
貝
・
非
会
貝
の

別
、
希
望
日
(
第
2

希
望
ま
で
)
、「
桜
め

ぐ
り
希
望
」
と
明
記

※
1

枚
で
4

人

ま
で

、
重
複
ハ
ガ
キ
は
無
効

期
限
=
3

月
4

日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

観

光
協
会
事
務
局

〒
1
2
0中
央
本
町
―
-
1
7
1
1

中
央
本
町
庁
舎
・
産
業
振
興

課
内
　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

第47 回 都民体育大会 足立区予選会

□
軟
式
野
球
大
会

日
時
=
3
月
2
7
日
、4
月
3
・
1
0
日
(
予

備
日
1
7
日
)
場
所
=
西
新
井
橋
緑
地

野
球
場
ほ
か

参
加
資
格
=
区
内
在
住

・
在
勤
の
方
(
2
6歳
以
上
の
動
労

青
少
年
を
含
む
)
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
で
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

等
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

競
技

方
法
=
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

募
集
=

剛
チ
ー
ム

参
加
費
=
I
チ
ー
ム
6

千
円

申
込
=
区
連
盟
事
務
局

に
あ
る
申
込
用
紙
に
配
入
の
う

え
、
参
加
費
を
添
え
て

期
限
1
3

月
1
0日

主
将
会
議
=
3
月
1
6

日
(
水
)
、
午
後
7
時

エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
第
1
研
修
室

申
・
問
先
=

軟
式
野
球
連
盟
事
務
局
・
梅
沢

梅
田
6
-
2
0
-
5

(
3
8
4
0
)
8
0
7
8

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
a
4
月
1
7
・
2
4
日
、
午
前
9

時
場
所
=
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
他

種
目
=
6
人
制
・
9
人

制
男
女

餓
技
方
法
=
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
y

加
費
=
I

チ
ー
ム
3
千
円
(
3
月
1
0日
、
午
後
7

時
、
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
会
鵬
室
に

持
参
)

申
込
=
電
話

期
限
=
3
月
8

日

申
・
問
先
―
区
連
盟
・
田
中

(
3
8
5
0
)
3
9
9
5

□
サ
ッ
カ
ー
大
会

日
時
1
3
月
1
3
日
(
日
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
場
所
=
江
北
橋

緑
地
グ
ラ
ン
ド

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
(
1
6歳
以
上
の
勤
労

青
少
年
を
含
む
)
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム

競
技
方
法
a
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

募
集
山
J
チ
ー
ム

参
加

費
=
I
チ
ー
ム
5
千
円

申
込
=

電
話

申
・
問
先
―
中
央
本
町
庁

舎
・
地
域
振
興
課
/
小
林

(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

□
ラ
イ
フ
ル
射
撃
大
会

日
時
1
3
月
1
3
日
百
)
、午
前
9

時
～
午
後
5
時
場
所
=
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
A
R
射
場
種

目
=
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
競
技
方

法
=
3
姿
勢
で
6
0
発
競
技
対
象
=

区
内
在
住
・
在
動
の
方
お
よ
び

連
盟
会
員
s

用
=
千
円
(
当
日

会
場
に
持
参
)

申
込
―
電
話
ま

た
は
直
接
会
場
へ

期
限
=
3
月
1
3日

申
・
問
先
―
区
連
盟
・
菅
沢

(
3
8
9
6
)
3
9
7
0

子
育
て

講
演
会

「入
園
に
向
け
て
備
え
る
」

日
時
1
3
月
9
日
(
水
)
、午
前
1
0
時
～

正
午
定
員
=
4
0
人
費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

※
お
子
さ
ん
の
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
青
年
セ

ン
タ
ー
　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

情 報 コ ー ナ ー

郷土博物館
講演会

「 江 戸 時 代 の 地誌と
足 立 」

郷土博物館では、現在開催中の

企画屓 「地域へそそぐ鬣鬣一江y=y
時代の地誌と足立の地域像j にち
なんだ講演会を閧催します。展示

をよりよく理解するために、
どうぞご聴講ください。
日時- 3月6日( 日) 、午後2
時～3時30分講師一帛和男
氏( 駒沢大学文学部教授) 定
員- 60 人 費用一無料 申込
一電話 場・申・問先一郷土
溥物館　3620 ―9393

足立ジュニア吹奏楽団

指 導 者 を 募 集
区内の小学生で構成する吹奏楽

団が、指導者を募集します。募
集人員- 1人パートーパーカッ
ション内容一技術指導ならびに
団活動における総合的指導対象
一現在活励している専門家で、週
2回の練習等に来られる方報酬
一時給2, 35W二Xl ( 練習場所等への旅
費を含む) 練習棚所一五反野小
学校日時-　定例練習…水曜日
( 午後5時30分～7時30分) ・土皿
日( 午後3時～6時、第2土曜日は
午前9時～正午) ※ その他派遣

事業・演奏会等 申込一直接窓口
または電話 期限- 3 月18日 申
・問先一千住本庁舎・文化振興係

3882 ―1111㈹

◎ 参 考◎

団の目的一区を代表するよう
な楽団を目指すとともに、集

団活励を通じ、感性を磨き人

間性を高める構成人数一小

学4～6年生の児童約100人
指導者数- 6 人

《健康・体力増進フォーラム》

心とからだの健康をめざして
健康体力づくりについて、医師

をはじめとする専門家と語り合つ
てみませんか。ファミリー体力測
定や健康相談も行います。日時
- 3月5日〔土〕。午後1時～4時
30分場所一産業振興館費用一
無料内容一に　基調講楓…講師・
鈴木正成氏( 筑波大学体育科学系

教授) 　団体発表…又戻師会、
小学校体育科、コミュニティ文化
スポーツ公社、体育指導委員会
定員=300 人( 先着順) 申 込一電
話または直接会場へ 申・問先=
千住本庁舎・体育振興係
3882- 1111 ㈹

《第2回》

三友展開催
東・西障害福祉総合センター絵

固講習会と絵画サークル和彩会の
合同作品盾です。いずれも脳卒中
後遺斥などで人生の途中で陣害を

もった人たちが絵筆をとり、ゴツ
ゴツと描いた作品です。ぜひ、ご
鑑賞ください。期間- 3月1日～
10日 場所一エ ル・ソフ ィア3

階 問先==東部障筈福祉総合セン
タ ー　5682 ―5370

男性改造講座公開フォーラム

「男性解放への挑戦」
受講者募集

「男性改造講座」では、男性を
取り善く状況の変化について、女
性から男性へのラブコールを送っ
てきました。今回は、男性自身の
解放という視点から語り合いま
す。女性の参加も歓迎です。日
時- 3月10日( 木) 、午後7時～9
時 パネリストー劃||治樹氏( 毎
日新聞社編集委員) ほか コーデ
ィネーター一宮淑子氏( フリージ
ャーナリスト) 対象 〃定員一区
民男 女50人( 先軈順) 費用一無料
申 込 一電話 または直接 窓口へ
場・申・問先一女性総合センター
3880―5222

あなたも参加してみませんか
外国人の方へ　意見交換会

日本での生活と問題/
よりよい生活を求めて

日時- 3月17日( 木) 、午後3時30分～
5 時 ※ 交換会終了後、懇 親会を吁い

ます 場所一中央本町庁舎・地下1 階

厚生室 対象一区内在住・在勤の外国
人の方、またはその家族の 方で外国籍

を有する方および帰化をした方 費用

一無料 申込一電話 ※ 当日、お子さ

ん 連れでも構いません。なお、参加者
には記念 品を差し上げます。 申・問

先一中央本町庁 舎・国際交流
3880- 5116
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